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論文内容の要旨
(目的)
一回の食物摂取によるエネルギ一代謝冗進現象は特異動的作用 Cspecific dynamic action: S D A) 




初期体重130-150 g の雄性 Sprague Dow ley 系ラットを一週間以上飼育レ慣らしたのち，血糖低下防
止と肝臓グリコーゲン蓄積のため少量のグルコース液を胃管投与したのち約14時間絶食させ各実験に
用いた。
まず，蛋白質として50% CW/V) カゼイン水解物，炭水化物として50% CW/V) デンプン，グル




次に α または β遮断薬としてフェントールアミン，プラゾシン，プロプラノール，副交感神経系の遮
断薬としてアトロビンを各食物投与前と投与時 2 回腹腔内に注射し各食物の SDAに及ぼす自律神経
系の影響を open-circuit hood 法を用いる呼吸代謝測定装置で調べた。各食物の投与量は体重100 g 当た




























食物摂取によるエネルギ一代謝が冗進する現象を特異動的作用 (Specific Dynamic Action : S D A)
と言う。肥満などの成人病が増加している現在，エネルギーバランス面における SDAの役割を理解す
ることは重要と思われる。しかし，その機構については不明なところが多く，また一元的に捉えること
は困難のように思われる。本論文では蛋白質および、炭水化物摂取による SDA発現に自律神経系の関与
を明らかにするとともに，両者による作用機構が異なることを明らかにした。この結果により SDA発現の
一面が明らかとなり機構解明へ大きく進展したと考えられ，学位論文として充分価値があると認められる。
ハu? ?
